
 

 

「できることから再スタート」 

会長  西川 友人 

 

去る５月６日の定時総会におきまして、代表理事として承認

され、今年度、安曇野市教育会長を務めさせていただくことに

なりました。どうぞよろしくお願いいたします。 

会長に就任し、まずうれしかったのは、ここ２年間、新型コ

ロナの影響で中止を余儀なくされてきた教育会総集会が、５月

１４日（土）にオンデマンドという形で開催できたことです。 

例年の総集会ですと、音楽同好会による開幕の合唱で始まり、

私も同好会員としてステージで歌っていましたが、今回の総集

会はオンデマンドの形で、会員発表と講演会というコンパクト

な内容とさせていただきました。会員発表では，昨年発刊され

た「信濃教育」第１６２０号の特集記事「我が教育会の取組」

の編集委員長、         先生に、教育会のこれまで

と、これからの展望について発表いただきました。講演会では，大阪市立大空小学校初代校長木村

泰子先生から，「『みんなの学校』が教えてくれたこと」というテーマでご講演をいただきました。６

０分の講演をお願いしていたところ、９０分余のお話が拝聴でき、とてもありがたく思いました。

学校に求められるもの等、自分を見つめる大事な機会となりました。 

５月３１日（火）には、信濃教育会との共催で初任者歓迎研修会が会館で行われ、安曇野市で教員

としての一歩を踏み出した２１名の先生方が参加されました。先輩としての話をしていただいた会

員代表の２名の先生方やご来賓・教育会役員等を交えたグループ懇談では、ほのぼのとした会話が

交わされ、他校の先生方と顔をつきあわせて言葉を交わす良さを改めて感じた時間となりました。 

７月９日（土）に予定されている、ここ２年中止となっていた安曇野巡検に、コロナ前よりも多い

２２名の参加希望が集まっており（原稿執筆時）、これもうれしいことです。 

 昨年度の会誌「安曇野教育」巻頭座談会の中で、これからの教育会に向けて、「やらなければなら

ないこと、しなければならないことではなくて、したいこと、一緒にやりたいこと、そこを切り口に

すればいい」という会員の発言がありました。今年度新たに青年教師委員会が発足し、委員の先生

方がやりたい内容の研修会を企画・運営していきます。 

新型コロナの今後の状況が不透明ではありますが、会員の職能向上と地域の教育・文化・科学等

の発展に寄与する教育会本来の使命を忘れることなく、活動して参りたいと思います。 
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「先人等に学ぶ会」 
                                

第 66回を迎えた今年度も、年度当初の常任委員会にてコロナ禍のため縮小して実施する方向が決

定されました。6月９日に幹事が岡村千馬太先生墓所および碑周辺の除草および清掃を行い、6月 18

日に教育会代表 6名による墓参および碑前祭を実施しました。 

 三郷中萱にある墓所および城山にある碑の除草と清掃作業は、梅雨入り直後であったものの強い

日差しの中で作業を行いました。特に城山公園での碑周辺の除草作業では全員がビーバーを持ち寄

り、碑のある広い丘がより一層清美されました。 

墓参および碑前祭は、爽やかな初夏の風が吹く中滞りなく行われました。墓所では歓喜寺のご住

職に読経をあげていただき、献花、焼香を行いました。碑前祭では、拝礼の後、献花、献酒を行い、

写真撮影を行いました。その後、南安曇教育会館に戻り、務台理作碑・木村素衞碑に拝礼し、写真撮

影を行いました。その後の記念講演会は、3年連続中止としました。今年度も記念講演会は実施でき

ませんでしたが、次年度以降は状況を見極めながら記念講演会を通して先輩から多くの学びを得た

いと願っています。 

平成 25年先人等に学ぶ会講演会では、元豊科北小学校長川口邦博先生が初代教育会長岡村千馬太

先生について「岡村千馬太先生について」という演台で講演されています。講演記録を通して岡村

千馬太先生の人物像について、人格教育及び名前の由来の点からその一端を要約して紹介させてい

ただきます。 

岡村千馬太先生は子どもの人格を尊重する人格主義教育を貫いた先生です。「教育者は人格者でな

ければならない。人格者に触れることによってお互いの人格の向上が図れる。天下第一の人格者を

招き、その人格に触れることによって、教師自身はまず優れた人格者たらん。」という言葉を残され

ています。この教えを教育会では大切に引き継ぎ、多くの研修の機会を持つことで人格者としての

修養に努めています。 

また、岡村千馬太先生の名前の由来についても紹介させていただきます。岡村先生の父は非常に

馬を愛していたようで、息子に千里を翔る馬のような力強い男の子になって欲しいと願いを持って

千馬太と命名したそうです。千馬太先生自身雅号を天機としたことは有名です。天機の由来は、名

馬を見出す名伯楽の逸話によります。名伯楽は名馬を見出すのに馬を見ているのではなく、馬より

ももっと大事なもの、即ち天機(天賦の性質、天の秘密)を見ているのだと。雅号が表すように、岡村

先生は人の才能を見出す優れた目を持っており、務台理作先生、小原福治先生、棚橋小虎先生、松岡

弘先生などを見出され、代用教員として採用しています。 

参考文献 

『平成 25年安曇野の先人等に学ぶ会 川口邦博元豊科北小学校長講演会記録より』 
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「総集会報告」  

                        

令和４年度安曇野市教育会総集会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンデマンドで

開催しました。開閉会の挨拶や会員発表、そして講演会の映像を事前に撮影し、安曇野市教育会ホ

ームページ上で、期間限定(５月１４(土)～５月３１日(火))で公開しました。 

講演では、講師に大阪市立大空小学校初代校長木村泰子先生をお迎えし、『「みんなの学校」が

教えてくれたこと』の演題でお話しいただきました。 

『これまでの学校の当たり前って、子どもは先生の言うことを聞くのが当たり前。小学校1年生が入

ってきたら、椅子に座って手を膝に置くのが当たり前。残念ながら、この多様な社会に突入して時

代が変わってる今の学校現場で、戦後の70年前の学校現場の当たり前と何一つ変えようとしていな

い。でも、子ども達が産まれて生きてきた、例えば1年生に入るまでの6年間は、戦後の日本社会を

生きた訳ではなく、今現在の日本社会を生きて義務教育に入ってきている。じゃあ、どんな空気を

吸ってきたか。画一的な「これが当たり前」という空気を吸って学校に来たわけではなく、それぞ

れの家庭の当たり前は千差万別、多様な社会で多様な大人と一緒に生きてきた。みんなバラバラな

多様な子ども達を、学習スタンダードとか、これまでの当たり前はこうだとか、その当たり前に子

ども達をはめ込もうとしても、主体的に生きている子どもほどはまらない。 (中略) これまでの

当たり前ではなくて、今の当たり前をみんなで問い直してはどうでしょうか。椅子に座れない子ど

もがいるなんて、今の日本社会の当たり前。(中略) 椅子に座っているか、黙っているか、姿勢を

正しているか、手はお膝に置いているかって、そういうことからはみ出す子がいるのが当たり前

で、そんな昔の当たり前をみんなで問い直しませんか。 (中略) これまではみんなと同じことが

できるこのことが評価されてきた時代です。大人の皆さんが、先生達もそうですが、学校教育を受

けてこられた時代は「みんなと同じことができる」で評価○なんですね。「みんなと同じことがで

きなかった」では×なんです。でも、今の時代は変わりました。他人と違うことに価値がある時代

に確実に突入してきています。椅子に座れないことが問題じゃなく、座っていようが座れない子ど

もであろうが、子ども同士が真摯に学び合ってるか。(中略) 障がいがある、障がいがない、単な

る違いです。この違いは格下にするものではなくて、対等な関係性につなぐものです。これが大人

の仕事です。じゃあ、どうやったらつなぐことができるのか。自分との違いを知ることで互いに尊

重し合う関係性をつくる、これが私たち大人の仕事だと、まさに「みんなの学校」で教えてもらい

ました。(講演記録より抜粋)』 

オンデマンドで公開期間中は、いつでも講演動画を見ることができ、多くの会員の皆様に視聴し

ていただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜東西南北＞「純粋な子どものよさに触れて」 

北信の小学校で１年生の担任をさせていただいた時のことである。クラスに、日々の生活・ 

学習場面において様々な支援が必要となるＡ児がいた。感じるのは大変さだけであって、 

その子のよさがどこにあるのか分からずにいた。１年生は、生活科でアサガオを育てた。子ど 

もたちは、湿らせたティッシュに種を包み、一晩お腹に巻いて一緒に寝る、発芽しやすくして鉢植えに種を

蒔く。まさに自分が育てるアサガオの赤ちゃんである。種を蒔き芽が出て数日後のことだった。朝教室に入

ると「先生、アサガオの鉢がみんな倒されているよ！」と駆け寄ってくる子どもたち。見ると、ほとんどの鉢植

えがひっくり返されアサガオの芽がむき出しになっていたのである。多くの子どもたちは、鉢植えをそのままに

犯人捜しをしている。しかしＡ児だけは違った。まだ弱々しいアサガオの芽を、その小さな手の平にそっと乗

せ「僕のアサガオ赤ちゃんが死んじゃうよぉ、先生助けてよぉ！」と、跪き大粒の涙を流していたのである。な

んて純粋な心をもった子であろう。命あるものを愛し、赤ちゃんアサガオが元気に育つことに強い願いを抱い

ていたその子の優しさがひしひしと感じられた。私は、その子のよさが分からなかったのではなく、よさを見よう

としていなかった自分に気がついた。一人一人の子どものよさをしっかりと見つめ、認め、励まし、育むこと。

それは今でも、私が子どもたちと向き合う上での大切な軸となっている。   （         ） 

 



 

                               

 

5月31日、安曇野市教育会・信濃教育会共催による初任者歓迎研修会が開催されました。市内小中

学校に赴任した初任者が一堂に会し、教育会の意味を知るとともに、先輩会員の経験談を聞く機会

を持ち、今後の教育活動に期待や希望を持てることを願って毎年開催されています。 

開会行事の後、郷土文化財センター見学及び視聴覚協会見学を行いました。充実した展示や資料に

驚きとともに教育会の歩みを肌で感じられたようでした。その後、大会議室に戻り、来賓挨拶、先輩

会員代表の発表と続きました。  教育長からは写真に写し出される本物に目を向けることの大切さ

を、鏡味信濃教育会教科用図書研究部長からは初任者研修で白馬登山をした際に100種の高山植物を

覚えた経験を通して体験から学ぶことの大切さを教えていただきました。先輩会員からは、                

の発表がありました。  先生からは、子どもに真剣

に向き合っている姿を「目で会話できる教師だね」と同僚からの一言が大きな自信につながったこと

を、 先生からは、失敗を糧に前に進んでいくポジティブな思考の大切さを伝えていただきました。

その後は、各会場にてグループに分かれて懇談会が行われました。 

 参加した初任者からは、「安曇野の教育がどのように発展してきたかを知ることができ、とても 

良かったです。大切な史料が綺麗な状態で身近に保存されており、大変感激しました。先人達の 

想いを絶やさず、安曇野の教育に少しでも貢献していきたいと思います。」「コロナ禍で必需品とな

ったマスク。相手の表情も自分の表情も分かりづらく、それでもいいと思っていましたが、目で会

話できると学び、私も実践していきたいと思いました。」「経験から感じたことやアドバイスをいた

だけてとても勉強になりました。特にナイス失敗という言葉は今の自分にとって大切な言葉になり

ました。今後は、失敗しても落ち込み過ぎず、ナイス失敗だなと前向きにとらえていきたいです。」

「同じ初任者の方々と話をすることで、現在の悩みを共有することができて良かったです。また、

自分だけが精一杯になってしまっていたり、落ち込んだりしている訳ではないのだと分かったこと

が安心につながりました。今後も他の学校で頑張っている仲間がいることを支えにして頑張りたい

です。」などの感想が寄せられ、参加した初任者の誰もが積極的で、意欲的に学ぶ姿が印象的でし

た。 

次年度以降も教育会として少しでも初任者の支えとなるよう、より充実した初任者歓迎研修会 

を目指して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

「初任者歓迎研修会」 

郷土文化財センター及び視聴覚協会見学 個性あふれる自己紹介 

先輩会員発表 グループに分かれての懇談会 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 安曇野市教育会 同好会  

  

本年度も以下の１７の同好会が発足しました。感染症予防対策を施しながら、できる範囲の活

動をしていってほしいと思います。 
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※５月２５日現在の人数です。 

 同好会員は随時募集しています。各校の代議員にお声がけください。 

 

 



令和４年度 実技講習会紹介 

 7月 26日（火）【哲学のみ】、29日（金）に以下の内容で実技講習会が行われます。半日の開催に

なりますが、先生方おひとりおひとりの学びが深まる時間になることを期待しています。 

 

講座内容 講座内容 

「書を学ぼう・書こう・楽しもう！ 

   ～大澤逸山先生に学ぶ書写指導～」 

「安曇野の企業見学」 

「中信ブロック大会事前授業の報告」「中信ブ

ロック大会授業構想審議・指導案審議」

「Chromebookを使った活用事例・教材の共有」 

「不思議発見！身近な素材で観察・実験」 

「音楽学習での ICTの活用方法を学ぼう！」 「柔らかな輝き 錫の鋳造体験」 

「明日からの授業に生かそう！実技伝達講習」 「Chromebookによる中学校技術・家庭科（技術

分野）情報とコンピュータ対応講座 計測と制

御、双方向性プログラム」 

「畳のよさを感じよう」 「道徳のプロフェッショナルから学ぶ！道徳

の授業作り」～今年は県外から講師を呼びま

す！～ 

「哲学研修講座～『表現愛』と ICT－木村素衞

の思想から GIGAスクールの時代を考える～」 

「ポジティブな行動支援」 

「不登校激減法の紹介」 

「登山好き集まれ！～北アルプスに魅せられ

た人々」 

「Chromebook活用事例を共有しよう」 

「Chromebook などの活用・トラブル事例を紹

介し合おう」 

「フラワーアレンジメントで癒やしのひとと

きを」 

「地元の資源について知ろう」 「安曇野の自然を体感しよう」 

＜編集後記＞ 

 新型ウィルス感染症対策のため、2年間やむなく中止となっていた行事が、以前のように、ある

いは形を変えて実施され、多くの原稿をお寄せいただくことができました。未だ心配な状況ではあ

りますが、今後も会の活動の活性化につながるよう、様々な取組を取り上げていきたいと考えてい

ます。忌憚のないご意見やご要望をお聞かせください。今後ともよろしくお願いします。 

第 1回事業推進連絡会報告                   

7月 7日(木)、各校代議員の先生方にご参集いただき、教育会総集会反省、実技講習会、安曇野

の子どもを語る会、会誌「安曇野教育」第 17号、魅力ある教育会活動について話し合いました。 

魅力ある教育会活動については、５つのグループに分かれて討議がなされました。 

 まとめの場面では、「教育会に入るとたくさんの先生方と出会い、情報交換ができ、先輩から様々

なことを学ぶことができる。」「他校の授業を参観でき、とても良い刺激になる。」「実技講習会や

安曇野巡検などの研修会に参加したり、会誌を読んだりすれば、授業に役立つことをたくさん学

ぶことができる。」「県外視察の補助をいただいて学びに行くことができる。」などといったたくさ

んのメリットが出されました。しかし、一方で、先生方のニーズと活動内容の差違、会員の負担

感、先生方に教育会の良さをうまく伝えられない等の意見も出されました。教育会の魅力と課題

を再確認し、魅力の部分を皆さんにどう伝えていくかを考える貴重な機会となりました。 


